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成によって、特定iP.)亡の11 t~{ とともに、その '~ìí
j乙における 'I、I'1l1i内科も決定されると、テスト 11









































1) )j~史テスト問題が作成 fí' l'I身によって、手'f観





と (i山野{也、 1992、p.7 ]) 
ここで述べられた効県は、具体的にみることが
できる。すなわち、小学校)j先史的分野、，'，工z;志
|日1 /1本反 i史iと~1及乏びぴ、 i肝i吐tげy界1史の、テスト構成五三が多数作成さ
~Gたことにある。


































して、 I~ をノメしなざしリなどの発!日j によって、
子どもに選択させることになる。(初!丹市、 1984、
p.189) 

















































































































結論 l'伝 1 反論>主張2-Jえ諭>・・・
関1 討論学習の認知構造


































































































































































































































































































































(3) 賛成fJlIjの主張に対して、その主張を検証するため、反対側が反論を行う o tf~ 1の反論は、却す諭
を汚定するもので、一般化はできないと述べる。第2の反論は、データを否定するもので、ゴミ
処月Jl'lWJはわずかで、あり、ゴミ問題認識高まりのた)([人iになることを否定する。
(4) 反対fJ!Uが主張する。第 1 に、統itl-i'Iせ資料をデータに統計的推論を行い、ゴミ減JH効Jt~は短期的
だとする結論を主張する。 tf~2に、不法投棄の増加lを指擁する専門家の見解をデータとして、権
威の:jíf~論を仔い、不法投棄のI11加を結論として主張する。
(5) 反対側の主張に対して、その主張を検証するため、賛成測が反論を行う。 il~j 1の反論は、推論
を否定するもので、専門家としての権威を否定する。第2の反論は、データを否定するもので、
26 仏 1ょ Vil ，il 
統ifl-i守料のI);J符を子?ii:する。
(6) 討論の立場を自iI~れ、両者fの発討をデータとして検討し、すぐれていた方を rVJ らかにする。
以下のどちらかを選択し、そのJIHI1を述べる。
-iI7定 fl!lJj:~l~ … 77定側反論>行定fl!~主張 iむとfl!J反論=Iむとfl!J
















指導内容の (2)~(4)の段階におけるで議論について íl''.lj江にとらえているかを判定する。また、 (5)の

































( )ゴミ減 jd 効果が~\J.WJ的で、あると般i!持することができるから



































力1Iするならば、ゴミ問題の認識は "':'1 まっていないことになる。つまり、 1，1;j者の Hl~は I ，Hj立しない。
どちらの主張をfil艇できるか。
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